条例策定市民会議 第１期､班別討議の増班について　　

8月７日　運営企画グループ

すでにスタートしています６つの班別討議は、会議開催が夕刻以降であるのが実情のため、これとは別に、①昼の開催を主とする班を組織することと、②昼でも参加の難しい委員には、

Eメールによる交信をもって会議に替えることの２案が出されていました。（第2期での運用は追って‥たとえば２つの班は独自の課題設定するなど‥検討する）。

すでに市民委員に登録し現在の討議に参加し得ない方が対象ですが、今後希望される市民にたいしても、策定に参加し得る機会を多面化し増やすということは、ごく基本的なことです。全体会の進捗状況等情報を共有、意見を述べまた他の班員の意見を理解することで条例策定に参加することが増班の目的になります。

1、 アンケートによる「よびかけと公募」の方法

　アンケートの冒頭、策定会議が開始されたことを改めて知らせ、班別討議への参加をよびかける。（注１）　続いて、昼間班とメール班(名IT班)の開設案を紹介し、参加できるとしたら

いずれを選ぶか、アンケートに答えて(第１希望、第２希望の書き込み)もらう。

昼間班希望には、曜日、時間帯、時間数などの要望事項を、メール班希望にはアドレスの再記載と班の活動形態の要望事項を記載してもらう。それでも会合に参加がむずかしい方には、欄を設け個別的な事情を知らせて貰う。また要望なり意見なりを書いて貰う。

（注１　昼間班、メール班は基本的には現在の討議に参加しがたい人を対象としていること、および両班とも討議の場を便宜上分けるだけで、策定部会の運営の基調に基づいて活動するということを、予め断っておきます。）

　時期としては、事務局より８月10日ころまでに発信、30日までに集約を。返答が未着の方には督促し、９月15日位まで待つ。

2、 ①昼間班の開設案　　規定人数以上の希望者があれば開設する。開設に当たっては事務

局から希望者へ召集等の働きかけをお願いしたい。

　　開催頻度、会議時間、班長の選出などは、現行の班に準じる。その他、運営についての要望をアンケートの段階から出してもらう。

　　　②メール班の開設案　規定人数以上の希望者があれば開設する。

　公開の「掲示板方式」ないし「チャット」開設が討議の手段となるが、班の役割を果たすようルールを自主的に設けるなど、班員相互の協力が重要となる。尚、メール討議において、論旨の整理と実務上の区切り(決着)をつけることを必要とする場合、｢運営マネージャー｣が当方式の会議に参加し、事務的範囲ながらリード役を担うことが必要になろうと思われる。

　意見交換、議論のため、定期的に班員が会合する機会が設けられることは無論必要である。

　以上、アウトラインですが提案します。

